一 おにと 神と 

ことば 

「おに」 と 言 ふ 語に も、 昔から 諸説が あって、 今 は 外 

来 語 だとす るの が最 勢力が あるが、 は 正確に 「鬼」 

でなければ ならない と 言 ふ 用語 例 はない の だから、 わ 

たし は 外来語で はない と 思うて ゐる。 さて、 日本の 古 

代の 信仰の 方面で は、 ^3 (神) と、 ^1 (鬼) と、 

(霊) と、 ^^との 四つが、 代表的な もので あつ 

たから、 此 等に 就て、 総括的に 述べたい と 思 ふので あ 

る。 

鬼 は 怖い もの、 神 も 現今の 様に 抽象的な もので はなく 



て、 もっと 畏し いものであった。 今日の 様に 考 へられ 

出した の は、 神 自身の 向上した 為で ある。 たま は 眼に 

見え、 輝く もので、 形 はまる いので ある。 ^^は、 極 

抽象的で、 姿は考 へない のが 普通であった。 此は、 平 

安 朝に 入って から、 勢力が 現れた ので ある。 

^1 は 「鬼」 とい ふ 漢字に 飜 された 為に、 意味 も 固定 

して、 人の 死んだ ものが 鬼で ある、 と考 へられる 様に 

なって 了うた ので あるが、 もとは、 どんな もの を 斥し 

て^ I と 称した ので あらう か。 

現今の 神々 は、 初めは 低い 地位の ものだった のが、 次 

第に 高くな つて 行った ので、 朝廷から 神に 位 を 授けら 



れ たこと を 見ても、 此は、 明らかで ある。 即、 神社の 

神 は 階級の 低い ものであった。 土地の 精霊 は、 土地と 

関係す る ことが 深くなる に 連れて、 位 を 授けられる 様 

になって 行った ので、 其 以前の 神と 言へば 即、 常世 神 

だった ので ある。 

常世 神と は —— 此 はわた しが 仮リに 命け た 名で あるが 

I 海の 彼方の 常世の国から、 年に 一 度 或は 数度 此国 

に 来る 神で ある。 常世 神が 来る 時 は、 其 前提と して、 

祓へ をす る。 後に、 陰陽道の 様式が 這 入って から、 祓 

への 前提と して、 神が 現れる 様に もな つた。 が、 常世 

神 は、 海の 彼方から 来る のが ほんとうで、 此 信仰が 変 



りの 系統 を、 はなまつりと 言 ふ。 新. 旧正月に 通じて、 

今年の 農作 はかくの 如く ある 様に、 と 具体的に 示す。 

此 春の 祭りに は、 g が 出て 来る の だ。 

は、 実に 訣らぬ 怪物で ある。 出 雲の 杵 築の 春祭り 

パ ン ナイ 

にも 「番 内」 とい ふお にが 出て 来る。 此は、 追儺と 一 

緒に なって 了うて ゐる。 歩 射の 神事に は、 節分の 日昏 

れ、 或は 大晦日の 日昏れ に、 馬場な どに 的 を 造って、 

射る ことがある。 此を鬼 矢来の 式と 称する が、 此は逆 

で、 神の 来る 式に おに やら ひの 式が 混入し、 村人のお 

1! の 信仰が 変化して 結びつき、 こんな 矛盾した 形が 出 

来たので あらう。 



社々 で 行 はれて ゐる 神楽に は、 鬼が 現れて する 問答が 

ある。 鬼が 言 ひま かされて 逃げて 行く 処が、 神楽の 大 

事な 部分で ある。 此考へ は、 追儺の 式と 同じで あるが、 

これに も 矛盾が 沢山 ある。 歳 神と 言 ふの は、 毎年 春の 

初めに、 空か 山の 上 かゝら 来る 神で、 年の暮れに 村人 

が 歳神迎 へに 行く。 其 時には、 山の 中の 神の 宿る 木 を 

見つけて、 其 木に 神の 魂 を 載せて 帰る。 かう した 意味 

で、 門松の 行事の 行 はれて ゐる 地方が、 沢山 ある。 此 

時 神 は、 門松に 唯一 人で 載って 来る のではなくて、 大 

勢 眷属を 率ゐて 来る ので ある。 かう した 神 を 祀る処 は 

歳 棚で、 歳 棚の 供物に は、 鏡餅. 粢 • 握り飯 等が ある 



と 同じ 意味です る 地方が ある。 精霊 • わき • ともと、 

それぐ 区別して、 棚を栴 へる こと もす る。 盆の 変つ 

た 行事と して は、 生 御霊の 行事が ある。 其 は、 大きな 

家の 子方に 当る 人々 は、 盆の 間に 其 親方の 家に 挨拶に 

行く。 大きな 鯖を携 へて 行き、 親方の 為にお めでた ご 

d を 述べ るので ある。 

此式は 室町 頃から 続 いた ことで、 田舎から 京 へ 出た の 

だら うと 思 ふ。 正月に 朝覲 行幸 をせられ るの も、 実は 

此生 御霊と 同様な 行事で ある。 此 信仰 はすべ て、 吾々 

は 生 御霊 を 持 つて ゐ ると いふ 考へ から 出た もので、 

吾々 の 身体から 生 御霊 は 離れよう/ \ とし、 或は 外物 



に 誘 はれて、 出よう/ \ として ゐ るの を、 抑へ なくて 

はならない。 子方 は 親方の 生 御霊 を 抑へ に 行く ので あ 

り、 祝福し に 行く ので ある。 今に 用ゐる 正月の 「おめ 

でた う」 とい ふ 挨拶 は、 其 祝福の 詞の 固定した もので 

ある。 其に しても、 何故 鯖を携 へて 行く のか は、 訣ら 

ない。 一体、 神に 捧げる 食物と、 精霊に 捧げる 食物と 

は異 つて ゐて、 精霊に 捧げる の を 産 飯と 言 ふが、 其 語 

が 鯖に 考 へられた ので はなから うか。 後期 王朝に は、 

生 御霊と 死 御霊と 二つあった。 死 御霊 は 常に、 生 御霊 

を 誘 ひ 出さう とする。 

琉 球の 石垣 島の 盆の 祭りに は、 沢山の 精霊が 出て 来た。 



即、 おしま ひ (爺) • あつば あ (婆) が 多くの 眷属を ひ 

きつれ て 現れ、 家々 を 廻って、 祝福 をして 歩く。 此群 

を あんが まあと 言 ひ、 大 倭から 来る ものと 考 へて ゐる 

が、 其 は 海の 彼方の 理想郷から であらう。 

春の 初めの 清明 節に は、 まやの 神と 言 ふ 神が 現れる。 

此は 台湾の 蕃人 も 持って ゐる 信仰で ある。 まや は 即¥ 

やの 国から 来る 神で、 簑 笠で 顔 を 裏んで 来て、 やはり、 

家々 を 祝福して 廻る。 宫良 村に は、 海岸に なびん づ う 

と 言 ふ 洞穴が あって、 黒また • 赤 またと 称する 一 一人の 

神が 現れる。 ^は 蛇の ことで ある。 此神 は、 顔に は 

面 を 被り、 体 は蔓で 飾り、 二 神 揃って 踊れば、 村の 若 



此 信仰の 源 は 一 つで あるが、 三 様に 岐れ てゐ る。 内地 

の 例に 当て、 見れば、 よく 訣る ことで、 最初の 考へ は、 

死霊の 来る ことで ある。 此 死霊 を はっきり 伝へ た 村と、 

祝福に 来る 常世 神の 信仰 を 持ち続けた 村と が ある。 内 

地で は此 観念が 変って、 山 或は 空から 来る ものと 考へ 

る 様にな つ てゐ る。 

歳 神 は、 祖先の 霊が 一 个 年間の 農業 を 祝福し に 来る の 

で、 此を迎 へる 為に 歳 棚 を 作る ので あるが、 今 は 門松 

ばかり を樹 てる やうに なって 了うた。 多くの 眷属を 伴 

つて 来る ので、 随 つて 供物 も 沢山 供へ る。 その 供物 自 

身が 神の 象徴な ので ある。 古い 信仰で は、 餅. 握り飯 



をし、 結局、 精霊が 負ける と 言 ふ 行事 をす る ことにな 

つて 居た の だ。 

此形 は、 あまんじ やくが 何でも 人に 反対す ると 言 ふ 事 

に 残って ゐる。 あまんじ やく は即、 土地の 精霊で、 日 

本紀に は、 天ノ探 女と して 其 話が あり、 古事記 や 万 葉 

集に も 見える。 やはり、 何に でも 邪魔 を 入れる、 とい 

ふ 名 まへ であらう。 神々 が 土地 を 開拓しょう とする 時、 

邪魔 をす るの は、 何時も 天ノ探 女で ある。 即、 土地の 

精霊な ので ある。 此天ノ 探 女 は、 実に 日本 芸術の 発足 

の 源 をな して ゐる ものである。 其 為 事 は、 

一 ものまね— 芸能 (舞踊) 



一 人に 反対す る こと— 狂言 (おどけ) 

即、 日本の 芸術、 尠くとも 演芸の 発生 を 為す もので あ 

る。 狂言 は、 江戸に 入って 初めて 勢力が 出た。 もの ま 

ねと は、 ちょうど 反対の 立場に ある。 

猿 楽で は を かしと いひ、 延年 舞で はも どきと 称して、 

所謂 もどき 開口の 儀式 をす る 者が ある。 もどき が、 殊 

に 有力な 働き をす るの は 田楽で、 随 つて 寺院の 舞踊に 

這 入って ゐる。 ひょっと こ は、 その 最近く まで 残った 

形で ある。 もどき は即 「もどく」 意で、 反対す る 事 を 

現す。 日本の 芸術で は、 歌の 掛け合 ひから 既に もどき 

である。 神と 精霊との 問答が、 歌 垣と なった ので ある。 



司る 者 は 脇役で ある。 して は 神で、 わき は 其 相手に 当 

る。 かう した^^の 為 事が 分化して 来る と、 狂言に な 

るの だ。 勿論、 狂言 は、 能楽 以前から あった もので あ 

才ホべ シミ 

る。 大癔 の 面 は、 全く 口 を 閉ぢて ゐる貌 であるが、 此 

面に は、 尊い 神の 命令 を 聴く と 言 ふ 外に、 其 命令 を 伝 

達する と 言 ふ、 二つの 意味が ある。 即、 神で ぁリ、 お 

1! であるの だ。 

また 一方、 恐怖の 方面の みを考 へたの が、 鬼と なった。 

鬼と 言 ふ 語 は、 仏教の 羅卒と 混同して、 牛 頭. 馬頭の 

様に 想像せられ てし まうた。 其 以前の 鬼 は、 常世 神の 

変態で あるの だが、 次 弟に 変化して、 初春の 鬼 は、 全 



く 羅卒の 如き ものと 考 へられた ので ある。 つまり、 初 

め は 神が 出て 来て、 鬼 を 屈服 させて 行く の だが、 後に 

は、 神と 鬼との 両方 面 を、 鬼が つとめる ことにな つて 

行った。 鬼が 相手方に 移って 行った ので ある。 田楽で 

は、 鬼と 天狗と を 扱うて ゐる。 一 体、 田楽 は 宿命的に、 

天狗と 鬼と を 結合 させて ゐる。 此は 演劇の 発足 を 示す 

もので、 初めは 3,^ が 鬼、 ：^? が もどき であった。 

村々 の 大切な 儀式に 鬼が 参加す る こと は、 今 も、 処々 

に 残って ゐる 重大な ことで ある。 壶岐の 島へ 行く と、 

お に やと 言 ふ ものが あるが、 此は 古墳に 相違ない。 此 

処には 昔、 鬼が 棲んだ と 言 はれて ゐる。 対 馬へ 行く と、 



やぼ さ と 言 ふ 場所が 神聖 視 せられて ゐる。 初春 に は 、 

殊に 大切に 取り扱 はねば ならぬ。 此処に は、 祖先の 最 

古い 人が 住んで ゐ ると 考 へられ、 非常に 恐れられて ゐ 

る。 

昔 は、 海辺の 洞穴に 死人 を 葬った が、 後に は 其処 を 神 

イシ ガキ メイラ 

の 通 ひ 場所と 考 へる 様になった。 沖 網の 石垣 島の 宫良 

村で は、 なびん づ う の 鬼 屋に十 一 一 一年 目 毎 に 這 入 つて 行 

つて、 若衆 入りの 儀式 を 挙げる。 恐るべき 鬼 は、 時に 

は、 親しい 懐し い 心持ちの 鬼で も ある。 仏教で 言 ふ 鬼 

では 決してな いので ある。 

かう した 鬼 を 扱 ふ 方法 を、 昔の 人々 はよ く 知って ゐた _ 



あるじと 言 ふ 語 は、 まれび と即、 常世 神に 対する 馳走 

を 意味す る。 日本の 宴会に は 後世まで、 古代の 神 祭り 

の 儀式の なごりが、 沢山 遺って ゐる。 武家の 間で 馳走 

の 時、 ^1 と 言 ふ 名の 役が 出た 事 も、 かう して 見て 初 

めて 意味が よく 訣る。 

まれび となる 鬼が 来た 時には、 出来る限りの 款待 をし 

て、 悦んで 帰って 行っても らふ。 此 場合、 神 或は 鬼の 

去る に対して は、 なごり 惜しい 様子 をして 送り出す。 

即、 村々 に 取って は、 よい 神で は あるが、 長く 滞在 さ 

れては 困る からで ある。 だから、 次回に 来る まで、 再、 

戻って 来ない 様に する の だ。 かう した 神の 観念、 鬼の 
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